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（教育研究上の目的） 

第３条 本学の学部および学科の教育研究上の目的は、次の各項および各号のとおりとする。 

２ 国際学部は、本学の建学の精神および実学的伝統に根ざし、実用的な外国語能力と確か

な日本語の力を基盤とするコミュニケーション力を養うとともに、異なった文化的背景を

もつ人びとと協働・共生し、地域社会と国際社会に貢献できる創造性豊かな職業人を育成

することを教育研究上の目的とする。 

３ スポーツ健康学部では「スポーツで人々を幸せに！」をスローガンに、「偉大なる平凡

人たれ」の建学精神に基づき、スポーツを通じてすべての人々が幸福で豊かな生活を営む

ことができる社会に貢献できる「スポーツマインド」を有した人材の育成に資する教育・

研究を行う。具体的にはスポーツ健康学科では１）保健体育科教諭、２）スポーツ指導者、

３）健康増進活動を支援できる人材、さらには、４）地域のスポーツ振興を担える人材を

輩出することを目的とする。 

４ 経営学部は、専門知識の修得と独立心やコミュニケーション能力の向上により社会で信

頼される人格形成を促進し、将来各般の産業分野で活躍できる人材を育成することを教育

研究上の目的とする。 

(1) 経営学科は、本学の建学の精神である「偉大なる平凡人たれ」に基づき、社会のさ

まざまな場面や役割を通して、人々の協働活動に貢献しうる下記のような人材を養成す

ることを教育研究上の目的とする。 

1 組織の管理や戦略活動に関する基礎知識を持つ人材。 

2 経営活動を適切に記録、測定、分析を行いうる人材。 

3 さまざまな産業分野に関する幅広い知識を持つ人材。 

(2) 商学科は、専門知識の修得と独立心やコミュニケーション能力の向上により、経済

社会システムの最適化のために最適な流通システムを構築・提案しうる能力社会で信頼

される人材を育成することを教育研究上の目的とする。 

５ 経済学部は、情報化・国際化が進展し、変化の速度を速める日本および世界の経済と社

会を研究分析する。それとともに、本学共通の建学の精神である「偉大なる平凡人たれ」

の精神に基づき、自己中心的な、また功利的な考え方を捨て、他人を尊重し、社会活動に

貢献できる資質を備え、変動する経済社会に対応できる人材を育成することを目的とする。 

(1) 経済学科は、情報化・国際化が進展する経済社会を対象として、経済社会システム

の諸側面に注目して研究を行い、その仕組みを明らかにすることを研究上の目的とする。

そしてそこで得た知見に基づいて、経済の基礎知識と経済社会の仕組みとを理解し、変
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容を続ける現代社会を読み解く能力を持つとともに、社会の諸課題に立ち向かい、将来

を開拓する責任ある主体を育成することを教育上の目的とする。 

(2) 国際経済学科は、経済社会の情報化・国際化が進展する日本および世界の経済社会

を対象とし、多様性と普遍的価値の調和をめぐる諸課題を解明することを研究上の目的

とする。そしてその成果をもって、建学の精神に照らして実直な努力を尊ぶ精神と経済

学の学識とを融合し、私心を去って現場主義を貫き、一体化・流動化が進む国際社会を

先導する力を持った人材を輩出することを教育上の目的とする。 

６ 情報デザイン学部では、「人にやさしいモノ・コトづくり」が人々の共感と相互理解を

促進し、社会を安心・安全なものにするという信念のもと、現代社会の基盤となる情報シ

ステムのデザインに携わることのできる人材の養成を目指す。具体的には、情報システム

のデザインには、「つくる」デザインと「つかう」デザインの二つの側面があり、特に「人

にやさしい」情報システムでは両面を理解する必要がある。「つくる」デザインでは、使

う人を理解する技術を取り入れ、情報通信技術を中心に学び、情報システムの設計・構築・

運用に関わる技術者を養成し、「つかう」デザインでは、基礎的な情報通信技術を学んだ

上で、人がシステムから受け入れるメディア技術とシステムを使う人を理解する技術を学

び、人にやさしい情報システムの提案・活用ができる人材を養成することを目的とする。 

７ 建築・環境デザイン学部は、都市インフラ、生活環境、人と自然、都市環境、建築、イ

ンテリア、クラフト、プロダクトのデザイン専門分野別に、創造力に溢れ、広い視野・豊

かな感性・確かな技術力をもって、美・アメニティ・機能・安全を備える持続可能な環境・

空間・モノを創出・維持する実務的な「デザイナー」を養成する。また、デザイナーとし

ての基礎力（論理的思考力、多面的造形力、問題解決能力、豊かな感性、コミュニケーシ

ョン・スキル、CAD・CG、AIなどを含む情報リテラシー）を駆使していかなる分野にお

いても活躍できる「幅広い職業人」を養成することを目的とする。 

８ システム工学部では、AIなどの情報技術に基づくソフトウェア（サイバー空間）と機

械工学、交通機械工学、電気電子工学あるいは情報工学に基づくハードウェア（フィジカ

ル空間）とを繋いで融合するシステム工学を目指す。一般的な産業機械をはじめ、航空宇

宙、福祉、バイオ機械や自動車、鉄道などの移動機械、半導体や電気設備、情報機器など、

従来の工学部で培ってきたフィジカル空間での強みを活かしつつ、これまでは個々の学科

で個別に学んでいたプログラミングやAI、制御などの情報技術を、コア科目として配置

する。こうすることで、フィジカル空間（ハードウェア）においてそれらのサイバー技術

（ソフトウェア）がどのように用いられ、機能し、制御しているのか、その稼働の仕組み
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を理解できる。このように、サイバー技術（ソフトウェア）で制御するフィジカル機器（ハ

ードウェア）を理解し、実世界産業に貢献できる人材を育成することを目的とする。 


